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明 る く か し こ く た く ま し く

校訓「強く伸びよ 夢も育てよ 清水っ子」

１２日から１６日までの5日間の秋季休業をはさみ、17日から令和6年度後期が始まりまし
た。始業式では、2年生の鈴木競さんが後期に頑張りたいことを発表(下の作文をご覧ください)
しました。後期の意気込みが感じられ、嬉しく思いました。
私からは、

□後期にも、みなさんを「ぐんのび」させてくれる行事や学習がたくさんあること。その中で、6年
生は、「5年生に児童会のバトンを渡す準備」と「中学校進学準備」の二刀流、1年から5年生
は、「6年生と一緒に過ごす中で、よいところを学びまねること」と「次の学年に必要な力を付
けること」の二刀流をしていく学期であること。

□この二刀流は、右、左…と進む竹馬のように両方やっていくことで前に進むこと。
□後期は、このような「二刀流」に「どんチャレ」してほしいと思っていること。
について話をしました。
卒業式までは91日、修了式までは94日(1年生は９５日)の登校となります。後期も、学校目

標の「豊かな心 まっすぐ伸びる 清水っ子～明るく かしこく たくましく～」を目指し、子ども
たちの更なる「ぐんのび」を思い描き、よさをさらに伸ばしていくことができるよう、努めてまいりま
す。保護者の皆様、地域の皆様、後期もよろしくお願いいたします。

こうきがんばりたいこと 2年 ○○○○○
ぼくが後きにがんばりたいことの一番は、算数のかけ算で

す。前きは、たし算ひき算のひっ算ができるようになりました。み
んなと教え合って、くり上がりやくり下がりができるようになりま
した。おうちでもしゅくだいプリントでふくしゅうをがんばりまし
た。後きはいよいよかけ算をならいます。学校でならったら、す
ぐおうちでもいっぱいれんしゅうをして、九九をすらすらいえるよ
うになりたいです。そしてはやくおぼえて、九九名人になりたい
です。
前きにがんばったあいさつも、続けてがんばりたいです。ぼく

は、クラスであいさつ会社のしごとをしています。みんなが元気
にあいさつすることができるように、ポスターを作りました。それ
から、じぶんからもすすんであいさつをしました。あいさつをす
ると、みんな元気になります。ぼくもあいさつをされるとうれしく
なります。だから、これからもあいさつを続けようと思います。
さいごに、そうじもがんばりたいです。そうじをすると、ピカピ

カになるので気持ちがいいです。おうちでも
そうじをがんばっています。だから、学校でも
よごれていたり、ちらかっていたりしたら、ま
たすすんできれいにしたいと思います。来年
の1年生にそうじを教える、おそうじ名人に
なりたいと思います。

秋の日は釣瓶落とし、秋に
なるとあっというまに日が暮
れます。特に、薄暮の時間帯
は、突然、歩行者や自転車を
見つけてヒヤリとすることが
あります。歩行者も運転者も
特に注意し、交通安全に努
めたいものです。
併せて、道路横断時の交

通事故防止のため、お子さ
んを乗降車させる際は、道路
を横断せずともよい歩行側
にお願いします。
また、安全確保のために、

荒天や体調不良等、特別な
場合を除き、玄関前の駐車
はご遠慮くださるとともに、迎
えの際は路上駐車ではなく、
学校敷地内駐車スペースを
ご利用くださいますよう、ご
協力をお願いいたします。


